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Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

この調査は、地域活動団体及び市民活動団体による活動が、社会の変化や地域課題に対応

した活動となり団体間の連携・協力により発展していくよう、中間支援組織のあり方につい

て、検討するための基礎資料とすることを目的とし、実施しました。 

 

２ 調査方法 

① 調査期間 
調査開始：令和 5年 10月 4日（水） 

回収期限：令和 5年 10月 16日（月） 

② 調査対象 
対象者：校区まちづくり協議会で主たる役割を担っておられる方 

対象数：132人 

③調査内容 

①あなたご自身のことについて（1設問 5項目） 

②校区まちづくり協議会の特徴について（3設問） 

③校区まちづくり協議会の活動の今後の意向について（1設問） 

④校区まちづくり協議会の活動状況や活動に関する課題について（5設問） 

⑤市民活動支援ネットークセンター「つどい」での機能強化について（9設問） 

⑥多様な団体との連携・協力について（9設問） 

④調査方法 
郵送調査方式（郵送にて対象者に調査票を配布し、アンケート解答用紙・インター

ネットにて回収） 

 

３ 回収結果 

有効配布数 有効回答数 有効回答率 

132件 75件（内WEB回答１１件） 56.8％ 

 

４ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（n）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・単数回答の設問を「SA」、複数回答の設問を「MA」、記入回答の設問を「FA」と表記して

います。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見

方になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 
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Ⅱ 調査結果 

◆ あなたご自身のことについて 
 

問 1 あなたご自身のことについてお聞かせください。【SA】 
 

○性別は、「男性」が81.3％、「女性」が14.7％となっています。 

○年代は、「70代」が46.7％で最も高く、次いで「60代」が30.7％、「80代以上」と「50代」が

8.0％で続いています。 

○職業は、「無職」が33.3％で最も高く、次いで「自営業」が18.7％、「会社員」が14.7％で続いて

います。 

○現在の地域での居住期間は、「30年以上」が82.7％で最も高く、次いで「10～20年未満」が

9.3％、「20年～30年未満」が5.3％で続いています。 

 

① 性別 【SA】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 年代 【SA】 

 

 

 

 

  

調査数（n=75） 回答数 割合

男性 61 81.3%

女性 11 14.7%

答えたくない 2 2.7%

無回答 1 1.3%

調査数（n=75） 回答数 割合

10代 - -

20代 - -

30代 3 4.0%

40代 1 1.3%

50代 6 8.0%

60代 23 30.7%

70代 35 46.7%

80代以上 6 8.0%

無回答 1 1.3%



3 

③ 職業 【SA】 

 

 

 

 

 

 

 

④ 現在の地域（小学校区）にお住まいの期間 【SA】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査数（n=75） 回答数 割合

自営業 14 18.7%

会社員 11 14.7%

会社役員 8 10.7%

公務員 - -

アルバイト・パート 9 12.0%

家事 5 6.7%

無職 25 33.3%

学生 - -

その他 2 2.7%

無回答 1 1.3%

調査数（n=75） 回答数 割合

５年未満 - -

５～10年未満 1 1.3%

10～20年未満 7 9.3%

20年～30年未満 4 5.3%

30年以上 62 82.7%

無回答 1 1.3%
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⑤ 所属している校区まちづくり協議会  

（１）小学校区 【SA】 

 

 

 

 

 

（２）役員歴 【FA】 

 

記入回答の内容 件数  記入回答の内容 件数 

1年 8  11年 2 

2年 9  12年 4 

3年 3  15年 2 

4年 7  17年 2 

5年 5  20年 1 

6年 8  36年 1 

8年 2    

9年 1    

10年 10    

  

調査数（n=75） 回答数 割合

八尾小学校 2 2.7%

山本小学校 1 1.3%

用和小学校 2 2.7%

久宝寺小学校 4 5.3%

龍華小学校 6 8.0%

大正小学校 3 4.0%

桂小学校 2 2.7%

安中小学校 2 2.7%

竹渕小学校 2 2.7%

南高安小学校 3 4.0%

高安小中学校 4 5.3%

曙川小学校 1 1.3%

北山本小学校 - -

南山本小学校 4 5.3%

志紀小学校 3 4.0%

高美小学校 1 1.3%

長池小学校 - -

東山本小学校 1 1.3%

美園小学校 4 5.3%

永畑小学校 - -

刑部小学校 1 1.3%

高美南小学校 1 1.3%

西山本小学校 3 4.0%

高安西小学校 2 2.7%

曙川東小学校 1 1.3%

亀井小学校 3 4.0%

上之島小学校 2 2.7%

大正北小学校 2 2.7%

無回答 15 20.0%
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◆ 校区まちづくり協議会の特徴について 
 

問 2 校区まちづくり協議会の取り組みについてお聞かせ下さい。  

 

① 所属されている校区まちづくり協議会では毎年どのような活動をしていますか。 【SA】 

  調

査

数

ま

ち

協

の

み

で

実

施

小

学

校

と

連

携

で

実

施

そ

の

他

の

組

織

と

連

携

で

実

施

実

施

し

て

い

な

い

無

回

答

1. まち協だより（広報紙）の発行 75 34 6 21 11 3

100.0% 45.3% 8.0% 28.0% 14.7% 4.0%

2. 住民生活に関する市などへの陳情要望 75 12 4 27 28 4

100.0% 16.0% 5.3% 36.0% 37.3% 5.3%

3. 校区での困りごとの相談や調整 75 11 8 37 15 4

100.0% 14.7% 10.7% 49.3% 20.0% 5.3%

4. ポスター、チラシ回覧などの広報活動 75 19 10 42 3 1

100.0% 25.3% 13.3% 56.0% 4.0% 1.3%

6. スポーツ大会の開催やスポーツに関する活動 75 11 14 38 9 3

100.0% 14.7% 18.7% 50.7% 12.0% 4.0%

7. 音楽鑑賞会等の文化芸術に関する活動 75 3 6 23 36 7

100.0% 4.0% 8.0% 30.7% 48.0% 9.3%

8. ハイキングや旅行 75 3 2 17 45 8

100.0% 4.0% 2.7% 22.7% 60.0% 10.7%

9. 盆踊りや地域のまつり 75 4 12 34 18 7

100.0% 5.3% 16.0% 45.3% 24.0% 9.3%

10. 季節のイベント開催（花見や紅葉狩り年末の餅つき大会など） 75 5 4 27 34 5

100.0% 6.7% 5.3% 36.0% 45.3% 6.7%

12. 子ども会の運営 75 7 9 24 28 7

100.0% 9.3% 12.0% 32.0% 37.3% 9.3%

13. 子どもを対象としたイベント 75 13 14 34 9 5

100.0% 17.3% 18.7% 45.3% 12.0% 6.7%

14. 子どもの通学の見守り活動 75 10 16 38 9 2

100.0% 13.3% 21.3% 50.7% 12.0% 2.7%

15. 110番の家の設置 75 6 9 29 24 7

100.0% 8.0% 12.0% 38.7% 32.0% 9.3%

16. 子ども食堂 75 - 2 4 61 8

100.0% - 2.7% 5.3% 81.3% 10.7%

17. 子どもの学習支援 75 1 8 13 46 7

100.0% 1.3% 10.7% 17.3% 61.3% 9.3%

19. 高齢者を対象としたイベント 75 12 6 40 13 4

100.0% 16.0% 8.0% 53.3% 17.3% 5.3%

20. 高齢者世帯の見守り活動 75 6 2 43 21 3

100.0% 8.0% 2.7% 57.3% 28.0% 4.0%

22. 防災・避難訓練 75 19 10 43 2 1

100.0% 25.3% 13.3% 57.3% 2.7% 1.3%

23. 交通安全活動 75 12 10 39 10 4

100.0% 16.0% 13.3% 52.0% 13.3% 5.3%

24. 空き家対策 75 3 1 8 54 9

100.0% 4.0% 1.3% 10.7% 72.0% 12.0%

25. 防災備蓄品の点検や調達 75 25 6 35 7 2

100.0% 33.3% 8.0% 46.7% 9.3% 2.7%

27. ごみ置き場の管理やマナー啓発 75 2 3 18 45 7

100.0% 2.7% 4.0% 24.0% 60.0% 9.3%

28. リサイクル活動 75 2 2 15 47 9

100.0% 2.7% 2.7% 20.0% 62.7% 12.0%

29. 定期的な清掃活動 75 8 4 44 15 4

100.0% 10.7% 5.3% 58.7% 20.0% 5.3%

31. 会員の連絡におけるメールやSNS（LINE等）の活用 75 15 2 18 33 7

100.0% 20.0% 2.7% 24.0% 44.0% 9.3%

32. オンライン（テレビ会議）での会議等の実施 75 5 2 6 55 7

100.0% 6.7% 2.7% 8.0% 73.3% 9.3%

33. 活動内容を発信するためのホームページやSNSの開設や運用 75 16 1 15 36 7

100.0% 21.3% 1.3% 20.0% 48.0% 9.3%

34. キャッシュレス決済の活用（参加費の徴収等） 75 1 1 - 65 8

100.0% 1.3% 1.3% - 86.7% 10.7%

I

T

・

デ

ジ

タ

ル

の

活

用

ま

ち

協

の

運

営

住

民

交

流

・

親

睦

子

ど

も

高

齢

者

や

福

祉

防

災

・

防

犯

環

境

美

化
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【まち協の運営に関すること】 

○「まち協のみで実施」では、「1.まち協だより（広報紙）の発行」が 45.3％となっています。 

○「その他の組織と連携で実施」では、「4.ポスター、チラシ回覧などの広報活動」が 56.0％、「3.校

区での困りごとの相談や調整」が 49.3％となっています。 

○まち協の運営に関することでは、「まち協のみで実施」「その他の組織と連携で実施」と回答した割

合が高くなっています。 

【住民交流・親睦に関すること】 

○「その他の組織と連携で実施」では、「6.スポーツ大会の開催やスポーツに関する活動」が

50.7％、「9.盆踊りや地域のまつり」が 45.3％となっています。 

○「実施していない」では、「8.ハイキングや旅行」が 60.0％、「7.音楽鑑賞会等の文化芸術に関す

る活動」が 48.0％「10.季節のイベント開催（花見や紅葉狩り年末の餅つき大会など）」が 45.3％

となっています。 

○住民交流・親睦に関することでは、「その他の組織と連携で実施」「実施していない」と回答した割

合が高くなっています。 

【子どもに関すること】 

○「その他の組織と連携で実施」では、「14.子どもの通学の見守り活動」が 50.7％、「13.子どもを

対象としたイベント」が 45.3％となっています。 

○「実施していない」では、「16.子ども食堂」が 81.3％、「17.子どもの学習支援」が 61.3％となって

います。 

○子どもに関することでは、「その他の組織と連携で実施」「実施していない」と回答した割合が高く

なっています。 

【高齢者や福祉に関すること】 

○「その他の組織と連携で実施」では、「20.高齢者世帯の見守り活動」が 57.3％、「19.高齢者を

対象としたイベント」が 53.3％となっています。 

○高齢者や福祉に関することでは、「その他の組織と連携で実施」「実施していない」と回答した割合

が高くなっています。 

【防災・防犯に関すること】 

○「その他の組織と連携で実施」では、「22.防災・避難訓練」が 57.3％、「23 交通安全活動」が

52.0％、「25.防災備蓄品の点検や調達」が 46.7％となっています。 

○「実施していない」では、「24.空き家対策」が 72.0％となっています。 

○防災・防犯に関することでは、「その他の組織と連携で実施」「実施していない」と回答した割合が

高くなっています。 

【環境美化に関すること】 

○「その他の組織と連携で実施」では、「29.定期的な清掃活動」が 58.7％となっています。 

○「実施していない」では、「28.リサイクル活動」が 62.7％、「27.ごみ置き場の管理やマナー啓発」

が 60.0％となっています。 

○環境美化に関することでは、「その他の組織と連携で実施」「実施していない」と回答した割合が高

くなっています。 

【IT・デジタルの活用に関すること】 

○「実施していない」では、「34.キャッシュレス決済の活用（参加費の徴収等）」が 86.7％、「32.オ

ンライン（テレビ会議）での会議等の実施」が 73.3％となっています。 

○IT・デジタルの活用に関することでは、「その他の組織と連携で実施」「実施していない」と回答し

た割合が高くなっています。 
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まち協の運営 

 

 

＜その他の活動内容に関する回答＞ 

① まち協のみで実施 

記入回答の内容 件数 

青色防犯パトロール ４ 

ふれあい喫茶 ２ 

移動支援 2 

イベント時の啓発活動 １ 

敬老演芸会 １ 

下校時の見守り活動 １ 

校区グランドゴルフ大会 １ 

子育て支援 １ 

婚活 １ 

桜植樹 １ 

自転車パトロール １ 

市民スポーツ祭 １ 

住民懇談会 １ 

素人寄席（落語） １ 

地域フェスタ １ 

ノルディックウォーキング １ 

美化活動 １ 

ふれあい朝市 １ 

防災訓練 １ 

その他 4 

 

  



8 

② 小学校と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

ふれあい祭り、地域フェスタ 3 

市民スポーツ祭 2 

自主防災訓練 2 

グランドゴルフ 1 

ドッジボール大会 1 

見守り活動 1 

住民懇談会 1 

地域清掃 1 

納涼の夕べ 1 

放課後教室 1 

その他 1 

 

③ その他の組織と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

防災・減災訓練 8 

自治振興委員会の活動 ６ 

福祉委員会の活動 ６ 

敬老イベント ４ 

学校での活動 4 

ふれあい祭り・地域フェスタ 4 

高齢者を対象とした講演会や講習会 ２ 

マラソン大会 2 

住民懇談会 2 

校庭キャンプ 2 

グランドゴルフ大会 １ 

ゲートボール 1 

パトロール、夜回りなど 1 

ふれあい広場 1 

ふれあい喫茶 1 

夏休み子ども教室 1 

河内木綿栽培 1 

校区集会所の運営 1 

子ども見守り活動 1 

子どもオリンピック 1 

市民スポーツ祭 1 

素人作品展 1 

道路、防犯灯の補修工事 1 
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住民交流・親睦 

 

 

＜その他の活動内容に関する回答＞ 

① まち協のみで実施 

記入回答の内容 件数 

防災訓練 2 

イルミネーション点灯 1 

グランドゴルフ大会 1 

ワークショップ 1 

敬老祝寿式 1 

住民懇談会 1 

青色防犯パトロール 1 

福祉だより 1 

 

② 小学校と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

校庭キャンプ 1 

子ども配食事業 1 

子どももちつき大会 1 

土曜日活動 1 

その他 1 

 

③ その他の組織と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

防災・減災訓練 2 

グランドゴルフ 1 

クリスマス会、 1 

サマーフェス 1 

市民スポーツ祭 1 

ふれあい喫茶 1 

ふれあい広場 1 

ふれあい農園 1 

恩智川の清掃 1 

敬老祝寿会  1 

健康教室セミナー 1 
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献血事業 1 

校庭キャンプ 1 

自転車交通安全教室 1 

無事旗 1 

その他 8 
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子ども 

 

 

＜その他の回答＞ 

① まち協のみで実施 

記入回答の内容 件数 

子どもサッカー教室の開催 1 

スタンプラリー 1 

ふれあい広場（世代間交流事業） 1 

昔遊び祭り、夜店まつり 1 

 

② 小学校と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

校庭キャンプ 1 

新入学児童の同行下校の実施、学校支援ボランティアとして小学校の授業サポート 1 

放課後子ども教室 1 

防災活動 1 

わくわくプラザ 1 

その他 1 

 

③ その他の組織と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

校庭キャンプ 3 

ふれあい祭り 2 

夏休み冬休み子ども教室 2 

野外活動体験 1 

お餅つき大会 1 

クリスマス子ども発表会 1 

ハロウィン祭 1 

ボランティア等 1 

わくわくプラザ 1 

河内木綿栽培、収穫、紡ぎ体験。 1 

こどもまつり・夜店祭・焼いも祭など 1 
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見守り活動（通学路）学習支援 1 

校庭開放 1 

市民スポーツ祭 1 

秋の味覚狩り 1 

早朝ラジオ体操 1 

体験学習会 1 

放課後子ども教室 1 

防災センター見学 1 

その他 8 
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高齢者や福祉 

 
 

＜その他の活動内容に関する回答＞ 

① まち協のみで実施 

記入回答の内容 件数 

グランドゴルフ大会 1 

スタンプラリー 1 

ふれあい広場（世代間交流事業） 1 

まちかど相談室の開催 1 

 

② 小学校と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

ふれあい農園での野菜の栽培 1 

 

③ その他の組織と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

ふれあい喫茶 3 

敬老祝寿式 3 

高齢者への給食、喫茶 2 

河内音頭踊り指導 1 

給食ボランティア 1 

健康ふれあい体操 1 

三世代グランドゴルフ 1 

障害者を囲むふれあいまつり 1 

生活習慣病予防講演会 1 

昔遊び教室 1 

その他 7 
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防災・防犯 

 

＜その他の活動内容に関する回答＞ 

① まち協のみで実施 

記入回答の内容 件数 

防災・減災訓練 3 

青パトでのパトロール 1 

無事旗掲示 1 

地区防災計画（冊子作成） 1 

 

② 小学校と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

防災訓練 2 

見守り活動 １ 

 

③ その他の組織と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

防犯パトロール 5 

防災・減災訓練 3 

AEDの維持管理 2 

防災講演会 2 

ふれあいまつり 1 

運転講習 1 

敬老祝寿会 1 

校庭キャンプ 1 

子ども 110番旗の設置協力要請 1 

子ども自転車教室の開催 1 

住みたい街づくりワークショップ 1 

地域防災計画を策定 1 

店舗子ども見守りステッカー協力要請 1 

避難行動要支援組織の運営 1 

防災リーダーのスキルアップ 1 

防災啓発チラシの作成配布 1 

防犯カメラ設置 1 

防犯講演会 1 

無事旗掲揚と確認 1 

その他 6 
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環境美化 

 

 

＜その他の活動内容に関する回答＞ 

① まち協のみで実施 

記入回答の内容 件数 

桜植樹 １ 

 

② 小学校と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

原稿依頼など １ 

 

③ その他の組織と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

地域一斉清掃 2 

リサイクル有価物回収 1 

小学校周辺の美化 1 

その他 5 
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IT・デジタルの活用 

 

＜その他の活動内容に関する回答＞ 

① まち協のみで実施 

回答なし。 

 

② 小学校と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

小学生をメンバーに入れたHP研修 １ 

 

③ その他の組織と連携で実施 

記入回答の内容 件数 

グループ LINEの活用 1 

スマホ講座 1 

デジタルサポーターを中心に開始 1 

ホームページ及び役員の SNSによる情報発信 1 

地区防災リーダーとトランシーバーの定期報告会及び定期点検 1 

その他 1 

 

 

 

  



17 

② 所属されている、校区まちづくり協議会での取り組みについて、支援を受けたいことを教えて

ください。 【SA】 

 

１.人的支援 （人手の確保・ボランティア等） 

 

○「支援が必要である」「支援がやや必要である」を合わせて見ると、「防災・防犯」「高齢者や福祉」

「住民交流・親睦」「子ども」「まち協の運営と IT・デジタルの活用」「環境美化」の順に回答割合が

高くなっています。 

○どの分野においても、「支援が必要である」「支援がやや必要である」を合わせて５割以上となって

います。 

 

 
 

  

調

査

数

支

援

が

必

要

で

あ

る

支

援

が

や

や

必

要

で

あ

る 支

援

は

あ

ま

り

必

要

が

な

い

支

援

は

必

要

で

は

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

まち協の運営 75 28 16 8 5 10 8

100.0% 37.3% 21.3% 10.7% 6.7% 13.3% 10.7%

住民交流・親睦 75 25 22 7 4 9 8

100.0% 33.3% 29.3% 9.3% 5.3% 12.0% 10.7%

子ども 75 17 28 8 4 7 11

100.0% 22.7% 37.3% 10.7% 5.3% 9.3% 14.7%

高齢者や福祉 75 20 29 8 3 6 9

100.0% 26.7% 38.7% 10.7% 4.0% 8.0% 12.0%

防災・防犯 75 28 26 8 4 2 7

100.0% 37.3% 34.7% 10.7% 5.3% 2.7% 9.3%

環境美化 75 15 23 17 3 9 8

100.0% 20.0% 30.7% 22.7% 4.0% 12.0% 10.7%

IT・デジタルの活用 75 25 19 9 2 13 7

100.0% 33.3% 25.3% 12.0% 2.7% 17.3% 9.3%
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２.専門知識の提供 （専門家によるアドバイス等） 

 

○「支援が必要である」「支援がやや必要である」を合わせて見ると、「防災・防犯」「まち協の運営」

「高齢者や福祉」「IT・デジタルの活用」「子ども」「住民交流・親睦」「環境美化」の順に回答割合が

高くなっています。 

○環境美化以外の全ての分野において、「支援が必要である」「支援がやや必要である」を合わせて

５割以上となっています。 

 

 
 

 
  

調

査

数

支

援

が

必

要

で

あ

る

支

援

が

や

や

必

要

で

あ

る 支

援

は

あ

ま

り

必

要

が

な

い

支

援

は

必

要

で

は

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

まち協の運営 75 28 21 7 2 10 7

100.0% 37.3% 28.0% 9.3% 2.7% 13.3% 9.3%

住民交流・親睦 75 18 27 9 1 11 9

100.0% 24.0% 36.0% 12.0% 1.3% 14.7% 12.0%

子ども 75 16 31 9 1 9 9

100.0% 21.3% 41.3% 12.0% 1.3% 12.0% 12.0%

高齢者や福祉 75 21 27 7 1 10 9

100.0% 28.0% 36.0% 9.3% 1.3% 13.3% 12.0%

防災・防犯 75 32 22 10 1 4 6

100.0% 42.7% 29.3% 13.3% 1.3% 5.3% 8.0%

環境美化 75 11 25 20 2 8 9

100.0% 14.7% 33.3% 26.7% 2.7% 10.7% 12.0%

IT・デジタルの活用 75 27 20 5 2 13 8

100.0% 36.0% 26.7% 6.7% 2.7% 17.3% 10.7%
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３.情報発信の支援  

（まち協の活動を発信する SNS等に関するアドバイスやホームページの作成等） 

 

○「支援が必要である」「支援がやや必要である」を合わせて見ると、「防災・防犯」「IT・デジタルの活

用」「まち協の運営と住民交流・親睦と高齢者や福祉」「子ども」「環境美化」の順に回答割合が高く

なっています。 

○環境美化以外の全ての分野において、「支援が必要である」「支援がやや必要である」を合わせて

５割以上となっています。 

 

 
 

  

調

査

数

支

援

が

必

要

で

あ

る

支

援

が

や

や

必

要

で

あ

る 支

援

は

あ

ま

り

必

要

が

な

い

支

援

は

必

要

で

は

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

まち協の運営 75 18 25 9 4 11 8

100.0% 24.0% 33.3% 12.0% 5.3% 14.7% 10.7%

住民交流・親睦 75 19 24 12 3 9 8

100.0% 25.3% 32.0% 16.0% 4.0% 12.0% 10.7%

子ども 75 13 28 10 3 11 10

100.0% 17.3% 37.3% 13.3% 4.0% 14.7% 13.3%

高齢者や福祉 75 19 24 10 2 10 10

100.0% 25.3% 32.0% 13.3% 2.7% 13.3% 13.3%

防災・防犯 75 23 25 11 2 5 9

100.0% 30.7% 33.3% 14.7% 2.7% 6.7% 12.0%

環境美化 75 12 25 19 1 8 10

100.0% 16.0% 33.3% 25.3% 1.3% 10.7% 13.3%

IT・デジタルの活用 75 28 16 11 2 13 5

100.0% 37.3% 21.3% 14.7% 2.7% 17.3% 6.7%
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４.活動の参考となる情報の提供 （他地域の取組状況の共有や、活動報告会の実施等） 

 

○「支援が必要である」「支援がやや必要である」を合わせて見ると、「高齢者や福祉と防災・防犯」

「まち協の運営」「住民交流・親睦」「子ども」「IT・デジタルの活用」「環境美化」の順に回答割合が

高くなっています。 

○環境美化と IT・デジタルの活用以外の全ての分野において、「支援が必要である」「支援がやや必

要である」を合わせて６割以上となっています。 

 

 
 

  

調

査

数

支

援

が

必

要

で

あ

る

支

援

が

や

や

必

要

で

あ

る 支

援

は

あ

ま

り

必

要

が

な

い

支

援

は

必

要

で

は

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

まち協の運営 75 26 25 8 3 8 5

100.0% 34.7% 33.3% 10.7% 4.0% 10.7% 6.7%

住民交流・親睦 75 19 31 7 2 9 7

100.0% 25.3% 41.3% 9.3% 2.7% 12.0% 9.3%

子ども 75 14 31 9 2 9 10

100.0% 18.7% 41.3% 12.0% 2.7% 12.0% 13.3%

高齢者や福祉 75 23 30 4 2 9 7

100.0% 30.7% 40.0% 5.3% 2.7% 12.0% 9.3%

防災・防犯 75 24 29 11 1 4 6

100.0% 32.0% 38.7% 14.7% 1.3% 5.3% 8.0%

環境美化 75 16 23 18 2 9 7

100.0% 21.3% 30.7% 24.0% 2.7% 12.0% 9.3%

IT・デジタルの活用 75 28 16 9 2 13 7

100.0% 37.3% 21.3% 12.0% 2.7% 17.3% 9.3%
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５.その他の支援  

１．まち協の運営 

記入回答の内容 件数 

金銭的な支援 1 

活動費の新設 1 

発信に必要な機材 1 

役員の高齢化に伴う事業活性化とペーパーレスと SDGsの促進方法 1 

 

２．住民交流・親睦 

回答なし。 

 

３．子ども 

記入回答の内容 件数 

子どもの居場所づくりで、子ども食堂の運営の成功例を知りたい 1 

 

４．高齢者や福祉 

回答なし。 

 

５．防災・防犯 

記入回答の内容 件数 

現在八尾市危機管理の支援を受けて防災会議、防災訓練を行っている 1 

 

６．環境・美化 

記入回答の内容 件数 

清掃協力を SNSで呼びかけて案内して参加を促す 1 

 

７．IT・デジタルの活用 

記入回答の内容 件数 

ホームページや、情報発信に必要な通信網の契約がまち協では、できない。 1 

地域全員が交流できるプラットホームがあれば、費用をかけた行事だけでなく、幅広く

交流できる。 
1 
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③ 地域課題の解決に向けて、工夫した取り組みを実施されていますか。 

（実施理由、始めた時期、実施時期や活動頻度、参加者など） 【FA】 

 

１．担い手の育成 

記入回答の内容 件数 

現在八尾市危機管理の支援を受けて防災会議、防災訓練を行っている 1 

育成会と連携で、若手人材との交流をして次世代の担い手を育成 1 

２年１回の役員改選時、町会長や自治振興委員になられた方が委員として選出される

ので、若い方を選んで頂くよう依頼しているが浸透していない 
1 

行事実施の際、役員以外にも声かけ参加を促し、手伝ってもらうことから始まる。 1 

子育て世代に寄り添ったイベントを年間行事として行っているので、青少年指導員を

中心に、子ども会入会者も年々増加。 
1 

この人はと思う人には、こちらかアプローチする 1 

今後強化していく 1 

紹介や口コミによる担い手探し 1 

小学校の PTA役員、子ども会役員等に対してまち協への協力参加の要請。 1 

小中学校の PTA役員経験者に対し、まち協活動への参加を勧誘 1 

専門部会を作り、冊子作成をし、活動を知ってもらい、ボランティアの発掘をする。 1 

取り組みたいが時間的に余裕がない。 1 

ボランティア活動機会の情報発信と募集、活躍の仕組みづくり 1 

まち協事業に新しいメニューを考え、ボランティアの発掘をしている。 1 

構成団体は各地区で３年間目処で選出し、専門部会は構成団体等の経験者を選んで

いる。 
1 

青少年育成連絡協議会からの人材、発掘 1 

若い世代の入会（４０，50，60代） 1 

徐々に、関係団体に広げている(PTA、民生委員) 1 

その他 3 
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２．役員等の負担軽減 

記入回答の内容 件数 

LINEの活用 3 

会議や打合せの時間短縮、回数を減らす。 2 

活動に関しては偏った人員になっているので、他委員にも積極的に参加できるように

促しているが、現実離れしている。 
1 

仕事と両立が難しい 1 

できる限り少人数、低コストで行事を行い、役員全員参加でなく、順番制で行事運営

し、無理のない範囲でするように徹底している。 
1 

どの団体でも会長のやることが多く、他の役員に振れない内容が多い。 1 

できていない 1 

まち協事業少ない柱を中心に事業展開しています。 1 

役員以外にも声かけを行い、協力をお願いする。 1 

役員会の充実と行事、取り組みの吟味 1 

役員自身高齢者が多いため、苦労している。 1 

情報共有により互いに負担軽減を図るが、現役世代は休みが取れないのが現状 1 

その他 2 

 

３．活動内容の精査など活動時の負担軽減 

回答なし。 

 

４．広報・情報発信 

記入回答の内容 件数 

SNS・HP等の活用 9 

広報紙・機関紙の発行 9 

5 ヶ年計画、イベント予定表、全戸配布 2 

広報担当を数人で構成 2 

地域内で専門家を探した 1 

ふれあい祭り、スポーツ祭の 2大イベントはチラシを全戸配布（自治振協力） 1 

毎月１回のラウンドテーブルと議事録としてのラウンドテーブルニュース発行 1 

個人の携帯、PCでの情報発信 1 

目立つポスター作成 1 

その他 2 

 

５．町会未加入世帯が参加できるイベント 

記入回答の内容 件数 

市民スポーツ祭 5 

ふれあい祭り・地域フェスタ 5 

全てのイベント 3 

グランドゴルフ大会 2 

敬老祝寿会等 2 

QRコードからの申込 1 

サロンさくら 1 

ドッジボール大会 1 

各地区のもちつき大会等 1 

参加して貰えば、だれでもわかってもらえるような（防災フォーラムなど）行事 1 

子どもカーニバルや盆踊り等 1 

河内木綿栽培、体験学習、小学校の授業参観とコラボした防災訓練 1 

町会より年度末、年度初めに未加入者にパンフレットや説明に伺う 1 
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「ふれあい広場」「移動動物園」等開催 1 

無事旗の無料配布 1 

夜店まつり、焼きいも祭等 1 

その他 5 

 

６．防災・防犯に関する活動やイベント 

記入回答の内容 件数 

防災訓練・減災訓練 21 

青パト 3 

無事旗 3 

セミナー 3 

挨拶運動 1 

住民懇談会 1 

地域見守り活動 1 

防災備品の充実、防災倉庫の整備 1 

その他 5 

 

７．ふれあい・交流に関する活動やイベント 

記入回答の内容 件数 

ふれあい喫茶・サロン 10 

ふれあい祭り・地域フェスタ 9 

ふれあい給食 3 

子どもコンサート・発表会 3 

市民スポーツ祭 3 

三世代グランドゴルフ大会 2 

収穫を含む農作業を通じた世代間交流 2 

スタンプラリー等 1 

ノルディックウォーク 1 

移動動物園 1 

マラソン大会 1 

三世代交流ハイキング 1 

住民懇談会 1 

親子ふれあいドッチボール大会 1 

早朝ラジオ体操 1 

他団体へのサポート 1 

隣接校区まち協と協賛した落語会 1 

その他 6 

 

８．IT ・デジタルを活用した活動やイベント 

記入回答の内容 件数 

LINEの活用 3 

HPの活用 3 

スマホ講座 1 

ふれあい喫茶等でデジタルサポーターが講師として説明会を開催 1 

防災訓練において、PC、プロジェクター等を活用した視聴訓練も実施 1 

ラウンドテーブルでのズーム会議 1 

インスタグラムの活用 1 

その他 2 
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９．福祉に関する活動やイベント 

記入回答の内容 件数 

一人暮らし高齢者の見守り活動等 4 

お笑いタイムの実施 1 

敬老の日に友愛訪問活動として７５歳以上に赤飯を手渡している 1 

障害者を対象としたイベント 1 

民生委員による月１回訪問 1 

年末ほこりバスター 1 

福祉、終活セミナーの開催（年４回） 1 

敬老会 1 

グランドゴルフ 1 

人権研修会 1 

その他 2 

 

10．環境美化に関する活動やイベント 

記入回答の内容 件数 

地域一斉清掃 10 

定期的な公園の清掃 3 

植樹や花植え活動 3 

学校の清掃 2 

河川の清掃 2 

その他 2 

 

11．その他地域課題解決に向けた活動やイベント 

記入回答の内容 件数 

NPO、市民活動団体、学校等との連携 2 

地域懇談会の開催による地域課題解決 1 

健康増進を目的にノルディック教室の実施 1 

公園の活用のためのルール作り 1 

子どもの見守り隊として毎週午前午後の青パト巡回 1 

広報資料の全戸配布 1 

子どもの居場所づくりで、青少年指導員、小学校 PTA と協働で校庭開放 1 

その他 3 
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◆ 校区まちづくり協議会の活動の今後の意向について 
 

問 3 今後、校区まちづくり協議会の運営を持続発展していくにあたって、特に、充実して取り組み

たいことをお聞かせください。 【MA】 
 

○「活動に協力してくれる担い手の確保」が 66.7％で最も高く、次いで「地域住民の意向・ニーズの

把握」が 50.7％、「問題意識に沿った事業の企画・アイデア出し」が 34.7％で続いています。 

 

 
 

 

＜その他の回答＞ 

記入回答の内容 件数 

災害時における避難マニュアルの作成 1 

 

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

活動に協力してくれる担い手の確保 50 66.7%

地域住民の意向・ニーズの把握 38 50.7%

問題意識に沿った事業の企画・アイデア出し 26 34.7%

地域住民への活動の広報 24 32.0%

活動資金の確保 23 30.7%

他の団体との連携 17 22.7%

事業計画書や予算決算書などの書類作成 6 8.0%

会計書類の作成（現金の適切な取り扱い、領収書の整理など） 5 6.7%

活動場所（拠点）の確保 3 4.0%

その他 1 1.3%

特に取り組みたいことはない 1 1.3%

無回答 3 4.0%
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◆ 校区まちづくり協議会の活動状況や活動に関する課題をお聞かせください。 
 

問 4 校区まちづくり協議会の人材に関する課題をお聞かせください。 【MA】 
 

○「役員のなり手がいない」が 61.3％で最も高く、次いで「運営を手伝ってくれるスタッフが不足」が

50.7％、「専門的な知識・ノウハウの不足」が 24.0％で続いています。 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

記入回答の内容 件数 

コロナで定着しかけた行事が中断した 1 

積極的な人材が少ない １ 

 

 

 

 

 

  

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

役員のなり手がいない 46 61.3%

運営を手伝ってくれるスタッフが不足 38 50.7%

専門的な知識・ノウハウの不足 18 24.0%

事務処理・会計に慣れている人がいない 10 13.3%

特に課題はない 5 6.7%

その他 2 2.7%

無回答 3 4.0%
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問 5 運営に関わってほしいのはどのような人材ですか。 【MA】 
 

○「若い人材（地域内外の高校生や大学生など）」が 73.3％で最も高く、次いで「企画立案ができる

人」が 41.3％、「パソコン操作のできる人（Word、Excel、インターネット等）」が 37.3％、「広報

ができる人（広報紙の作成、SNS等）」が 36.0％で続いています。 

 

 

 
 

＜その他の回答＞ 

記入回答の内容 件数 

外部支援を受けると、地域内人材の見落としや担い手のモチベーション低下が心配 1 

何をしている所で、何をしてくれるのか分からない １ 

若い男性、女性 １ 

  

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

若い人材（地域内外の高校生や大学生など） 55 73.3%

企画立案ができる人 31 41.3%

パソコン操作のできる人（Word、Excel、インターネット等） 28 37.3%

広報ができる人（広報紙の作成、ＳＮＳ等） 27 36.0%

調整ができる人 20 26.7%

事務ができる人（書類作成、会計等） 18 24.0%

ビジネス経験が豊富な人（人脈が広い、営業活動等） 14 18.7%

ファシリテートができる人 10 13.3%

その他 3 4.0%

特に必要としない 1 1.3%

無回答 1 1.3%

73.3%

41.3%

37.3%

36.0%

26.7%

24.0%

18.7%

13.3%

4.0%

1.3%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若い人材（地域内外の高校生や大学生など）

企画立案ができる人

パソコン操作のできる人（Word、Excel、インター

ネット等）

広報ができる人（広報紙の作成、ＳＮＳ等）

調整ができる人

事務ができる人（書類作成、会計等）

ビジネス経験が豊富な人

（人脈が広い、営業活動等）

ファシリテートができる人

その他

特に必要としない

無回答 n=75
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問 6 広報や参加者に関する課題をお聞かせください。 【MA】 
 

○「利用者・参加者が固定化している」が 57.3％で最も高く、次いで「地域活動に対する社会の認

知が低い」が 56.0％で続いています。 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

記入回答の内容 件数 

高齢化が進んでいる 1 

 

 

  

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

利用者・参加者が固定化している 43 57.3%

地域活動に対する社会の認知が低い 42 56.0%

ＳＮＳが活用できていない 18 24.0%

イベント等の参加者が少ない 18 24.0%

特に課題はない 3 4.0%

その他 1 1.3%

無回答 1 1.3%
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問 7 団体の運営に関する課題をお聞かせください。 【MA】 
 

○「担い手が固定化している」が 74.7％で最も高く、次いで「取り組みがマンネリ化している」が

48.0％、「気軽に参加しにくい」が 16.0％で続いています。 

 

 

 

 
＜その他の回答＞ 

記入回答の内容 件数 

仕事との負担が大きく過労気味 1 

住民の認知度がない 1 

地域住民の把握（人材）は難しい 1 

若いグループの育成 1 

 

 

  

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

担い手が固定化している 56 74.7%

取り組みがマンネリ化している 36 48.0%

気軽に参加しにくい 12 16.0%

様々な支援制度が活用できていない 11 14.7%

行政との連携があまりできていない 9 12.0%

他の団体との連携があまりできてない 9 12.0%

特に課題はない 5 6.7%

クラウドファンディングなど資金調達方法がわからない 4 5.3%

その他 4 5.3%

無回答 2 2.7%
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問 7-1 課題を解決するために行っている取り組みをご紹介下さい。 【FA】 

 
記入回答の内容 件数 

40代の若い世代の副会長就任 1 

SNSの運営の仕方や使い方、地域住民の参加協力について、専門家に意見を聞く 1 

コロナ禍に伴う既存事業の４年のブランクをきっかけに新たな取り組みを実施 1 

ポスターや回覧が浸透していない。特に回覧は一番上に来るよう依頼し、また、小学

校児童に対して配布している 
1 

課題に対応する余裕がなく、現状のイベントを実施するので必死 1 

規約を改正し、集団指導 1 

広報誌による募集 1 

情報収集や多くの人との交流 1 

新しい企画を考えている 1 

他の団体（NPOなど）とのネットワークを広げている。 1 

企画部(若手 3人)を作って、新規提案を実施 1 

自治振興委員の協力で、人材発掘を依頼 1 

若手への移行を今年度より開始した 1 

地域の様々な取り組みとバッティングしないように行事を実施している 1 

中高年層の一般参加がコロナから減っている為、大型行事を再開している 1 

担い手探し 1 

役員の刷新、地区内の活動している会との協働 1 
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◆ 市民活動支援ネットークセンター「つどい」では機能強化をめざしています。 

   ～どのようなサービスの充実が望まれるか、ご意見をお聞かせください～ 
 

問 8 市民活動支援ネットワークセンター「つどい」を知っていますか。 【SA】 
 

○「名前と場所と活動内容も知っている」が 29.3％で最も高く、次いで「名前は聞いたことがある」

が 25.3％、「全く知らない」が 20.0％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査数（n=75） 回答数 割合

名前と場所と活動内容も知っている 22 29.3%

名前と場所だけは知っている 13 17.3%

名前は聞いたことがある 19 25.3%

全く知らない 15 20.0%

無回答 6 8.0%
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問 9 市民活動支援ネットワークセンター「つどい」が果たす役割として、次に示す「1.から 9.」の役

割はどの程度重要と思われますか。 【SA】 
 

○「大変重要」と「重要」を足し合わせると、「1.市民活動に関する様々な情報収集」と「2.団体や実施

イベントに関する情報発信」を 7割以上の方が「重要」と回答しています。 

 

 
 

  

調

査

数

大

変

重

要

重

要

や

や

重

要

重

要

で

な

い

無

回

答

1.市民活動に関する様々な情報収集 75 28 27 9 1 10

100.0% 37.3% 36.0% 12.0% 1.3% 13.3%

2.団体や実施イベントに関する情報発信 75 20 34 9 1 11

100.0% 26.7% 45.3% 12.0% 1.3% 14.7%

3.既存の団体の運営・活動に関する相談、相談先の紹介 75 19 26 15 5 10

100.0% 25.3% 34.7% 20.0% 6.7% 13.3%

4.様々な学習機会（講座や勉強会等）の提供 75 12 30 17 6 10

100.0% 16.0% 40.0% 22.7% 8.0% 13.3%

5.新たな団体の設立に関する相談（団体の設立支援） 75 12 23 19 12 9

100.0% 16.0% 30.7% 25.3% 16.0% 12.0%

6.他団体との交流の機会の提供 75 9 30 19 9 8

100.0% 12.0% 40.0% 25.3% 12.0% 10.7%

7.市民活動に関する先進事例の調査・研究活動 75 14 25 19 6 11

100.0% 18.7% 33.3% 25.3% 8.0% 14.7%

8.会議室の提供 75 5 15 19 25 11

100.0% 6.7% 20.0% 25.3% 33.3% 14.7%

9.印刷・コピー機の提供 75 6 15 21 21 12

100.0% 8.0% 20.0% 28.0% 28.0% 16.0%
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Ａ：セミナーや相談について  

問 10 どのようなテーマのセミナーの開催を希望されますか。 【MA】 
 

○「担い手の確保」が 50.7％で最も高く、次いで「組織・団体運営・マネジメント」「ＩＴ活用（パソコ

ン、ホームページ、SNS等）」が 33.3％、「他の団体との連携・協働」が 25.3％で続いています。 

 

 

 

 
＜その他の回答＞ 

記入回答の内容 件数 

若い人材の確保 1 

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

担い手の確保 38 50.7%

組織・団体運営・マネジメント 25 33.3%

ＩＴ活用（パソコン、ホームページ、ＳＮＳ等） 25 33.3%

他の団体との連携・協働 19 25.3%

広報 14 18.7%

ボランティア入門 13 17.3%

資金確保 12 16.0%

特にない 11 14.7%

ＮＰＯ法人格の取得 8 10.7%

会計・税務 4 5.3%

理事会の運営 2 2.7%

労務管理 2 2.7%

その他 1 1.3%

無回答 5 6.7%
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問 11 専門家に気軽に相談できるなら、どのようなことを相談したいですか。 【MA】 
 

○「担い手の確保」が 40.0％で最も高く、次いで「ＩＴ活用（パソコン、ホームページ、SNS等）」が

29.3％、「組織・団体運営・マネジメント」が 24.0％で続いています。 

 

 

 

 
＜その他の回答＞ 

回答なし。  

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

担い手の確保 30 40.0%

ＩＴ活用（パソコン、ホームページ、ＳＮＳ等） 22 29.3%

組織・団体運営・マネジメント 18 24.0%

ボランティア入門 11 14.7%

広報 11 14.7%

資金確保 11 14.7%

他の団体との連携・協働 10 13.3%

特にない 10 13.3%

会計・税務 9 12.0%

ＮＰＯ法人格の取得 8 10.7%

労務管理 4 5.3%

理事会の運営 1 1.3%

その他 - -

無回答 6 8.0%
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問 12 どのような時間帯に開催されると、セミナーや相談に参加しやすいですか。 【MA】 
 

○「平日夜間」が 38.7％で最も高く、次いで「平日午後」が 24.0％、「土曜午前」が 22.7％、「土曜

午後」、「土曜夜間」が 21.3％で続いています。 

 

 

 

 
 

  

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

平日夜間 29 38.7%

平日午後 18 24.0%

土曜午前 17 22.7%

土曜午後 16 21.3%

土曜夜間 16 21.3%

日曜午前 15 20.0%

平日午前 13 17.3%

日曜午後 13 17.3%

日曜夜間 8 10.7%

無回答 5 6.7%
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Ｂ：活動にあたって必要となる情報や情報発信について  

問 13 校区まちづくり協議会の運営にあたってどのような情報を必要とされていますか。【MA】 
 

○「地域活動に関心を持っている人の情報（ボランティア希望者など）」が 54.7％で最も高く、次い

で「他の地域活動団体の取組に関わる情報（活動事例など）」が 41.3％、「地域活動に対する行政

等の支援制度に関わる情報」が 34.7％で続いています。 

 

 
 

 
＜その他の回答＞ 

回答なし。  

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

地域活動に関心を持っている人の情報（ボランティア希望者など） 41 54.7%

他の地域活動団体の取組に関わる情報（活動事例など） 31 41.3%

地域活動に対する行政等の支援制度に関わる情報 26 34.7%

連携できそうなＮＰＯや学生団体などの情報 19 25.3%

助成金・補助金に関わる情報 17 22.7%

講演会やセミナー、イベントなどの情報（地域活動に関わる内容） 10 13.3%

組織運営ノウハウに関わる情報（組織運営、会計、広報など） 10 13.3%

特にない 3 4.0%

その他 - -

無回答 6 8.0%
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問 14 校区まちづくり協議会の情報発信に関連して、どのような支援を希望されますか。 【MA】 
 

○「ホームページやＳＮＳ等の作成支援」が 38.7％で最も高く、次いで「見やすいチラシやポスター

の作成方法の指導」が 37.3％、「よみやすい広報紙の作成方法の指導」が 34.7％で続いていま

す。 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

回答なし。  

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

ホームページやＳＮＳ等の作成支援 29 38.7%

見やすいチラシやポスターの作成方法の指導 28 37.3%

よみやすい広報紙の作成方法の指導 26 34.7%

公共施設等でのポスターやチラシの掲示の支援 21 28.0%

写真や動画の撮影や編集方法の指導 16 21.3%

特にない 11 14.7%

その他 - -

無回答 9 12.0%



39 

Ｃ：活動にあたっての必要となる資金の確保について  

問 15 資金確保にあたってどのような支援を希望されますか。 【MA】 
 

○「助成金・補助金等の公募情報の提供」が 62.7％で最も高く、次いで「助成金・補助金等の応募

資料の作成指導」が 33.3％、「資金確保に関するセミナーの開催」が 18.7％で続いています。 

 

 
 

 
＜その他の回答＞ 

記入回答の内容 件数 

今のままでよい 1 

活動費を要望 1 

資金確保の方法が分からない 1 

助成金、補助金使途の緩和 1 

助成金を活用しない運営の検討 1 

助成金の拡大 1 

 

 

 

  

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

助成金・補助金等の公募情報の提供 47 62.7%

助成金・補助金等の応募資料の作成指導 25 33.3%

資金確保に関するセミナーの開催 14 18.7%

特に必要としない 8 10.7%

その他 6 8.0%

無回答 5 6.7%
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Ｄ：地域活動に関わる人材の育成について  

問 16 地域活動の人材育成・確保にあたって、どのような支援を希望されますか。 【MA】 
 

○「地域活動への関心をもつ層を増やす講座等の開催」が 53.3％で最も高く、次いで「地域活動参

加希望者と団体の仲介」が 41.3％、「ホームページや広報紙等での人材募集の支援」が 29.3％

で続いています。 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

記入回答の内容 件数 

他地区での成功例 1 

 

 

 

  

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

地域活動への関心をもつ層を増やす講座等の開催 40 53.3%

地域活動参加希望者と団体の仲介 31 41.3%

ホームページや広報紙等での人材募集の支援 22 29.3%

特にない 8 10.7%

会計、監査などの専門性を持つ人材の紹介 5 6.7%

その他 1 1.3%

無回答 6 8.0%
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◆ 多様な団体との連携・協力について、ご意見をお聞かせください。 
 

問 17 校区まちづくり協議会では、構成団体以外の団体と連携・協力をしていますか。 【SA】 

 

○「活発にしている」が 42.7％で最も高く、次いで「あまり連携・協力をしていない」が 32.0％、「連

携・協力をしていない」が 12.0％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査数（n=75） 回答数 割合

とても活発にしている 7 9.3%

活発にしている 32 42.7%

あまり連携・協力をしていない 24 32.0%

連携・協力をしていない 9 12.0%

無回答 3 4.0%



42 

問 17-1 （問 17で「1.とても活発にしている」「2.活発にしている」の回答者のみ回答） 

     校区まちづくり協議会では、どのような団体と連携・協力をしていますか。 【MA】 
 

○「幼稚園・保育所・こども園、学校（小・中学校、高校等）」が 79.5％で最も高く、次いで「市民活動

団体（ボランティア団体・ＮＰＯ等）」が 35.9％、「福祉施設」と「行政」が 23.1％で続いています。 

 

 

 

 
＜その他の回答＞ 

記入回答の内容 件数 

福祉委員会 2 

青少年指導員 2 

町会 1 

地区防災リーダー、防災士、ダンスパフォーマンス指導者、プロ歌手兼作詞作曲家 1 

 

  

調査数（n=39）　※順位別 回答数 割合

幼稚園・保育所・こども園、学校（小・中学校、高校等） 31 79.5%

市民活動団体（ボランティア団体・ＮＰＯ等） 14 35.9%

福祉施設 9 23.1%

行政 9 23.1%

その他 6 15.4%

商店街、事業所、企業 5 12.8%

大学 2 5.1%

無回答 2 5.1%
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問 17-２ （問 17で「1.とても活発にしている」「2.活発にしている」の回答者のみ回答） 

連携・協力の概要をご記入ください。（連携・協力先、出会ったきっかけ、連携・協力の内

容） 【FA】 

 
記入回答の内容 件数 

青少年指導員等の地域団体や学校を通じてイベントのＰＲなど 11 

企業や NPO等からの人的や物的な支援など 6 

消防団等の地域団体や学生団体の協力で防災活動を実施など 5 

NPOや高齢クラブ等の地域団体の協力で健康促進の実施など 5 

地域の飲食店が地域イベントに出店など 4 

小中学校、高校や大学と協力して環境活動を実施など 2 

観光ボランティアとの連携 1 

その他 6 
 
 
 

 

 

 

問 18 市民活動団体（ボランティア団体、ＮＰＯ等）の活動をご存知ですか。 【SA】 
 

○「あまり知らない（名前は聞いたことがある）」が 50.7％で最も高く、次いで「知っている（行事・イ

ベント等に参加したことがある）」が 26.7％、「知らない」が 13.3％で続いています。 

 

 

 

 

  

調査数（n=75） 回答数 割合

よく知っている（役員を経験したことがある） 6 8.0%

知っている（行事・イベント等に参加したことがある） 20 26.7%

あまり知らない（名前は聞いたことがある） 38 50.7%

知らない 10 13.3%

無回答 1 1.3%
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問 19 地域活動を進めていく上で、市民活動団体（ボランティア団体、ＮＰＯ等）との連携・協力は

必要だと思いますか。 【SA】 
 

○「必要である」が 62.7％で最も高く、次いで「わからない」が 30.7％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19-1 市民活動団体との連携・協力が必要と考える理由をお聞かせください。 【MA】 
 

○「活動内容が充実する」が 40.0％で最も高く、次いで「大勢の人に参加・協力してもらえる」が

32.0％、「テーマごとの課題解決のノウハウがある」が 26.7％で続いています。 

 
 

 

＜その他の回答＞ 

回答なし。 

調査数（n=75） 回答数 割合

必要である 47 62.7%

必要ではない 1 1.3%

わからない 23 30.7%

無回答 4 5.3%

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

活動内容が充実する 30 40.0%

大勢の人に参加・協力してもらえる 24 32.0%

テーマごとの課題解決のノウハウがある 20 26.7%

大勢の人に活動のＰＲができる 16 21.3%

その他 - -

無回答 29 38.7%
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問 20 今後、市民活動団体と連携・協力していくためには、どのような取り組みが必要と思われま

すか。 【MA】 
 

○「校区まちづくり協議会と市民活動団体のマッチング」が 45.3％で最も高く、次いで「校区まちづ

くり協議会や市民活動団体の情報を検索できる団体情報の提供」が 41.3％、「市民活動団体（Ｎ

ＰＯ、ボランティア等）と地域活動団体が交流できる機会」が 32.0％で続いています。 

 

 
 

 

＜その他の回答＞ 

回答なし。 

  

調査数（n=75）　※順位別 回答数 割合

校区まちづくり協議会と市民活動団体のマッチング 34 45.3%

校区まちづくり協議会や市民活動団体の情報を検索できる団体情報の提供 31 41.3%

市民活動団体（ＮＰＯ、ボランティア等）と地域活動団体が交流できる機会 24 32.0%

市民活動団体（ＮＰＯ、ボランティア等）と地域活動団体が一緒に活動する場 21 28.0%

その他 - -

無回答 18 24.0%
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問 2１ 市民活動団体等と連携・協力する場合、市民活動団体に協力を希望されることをお聞かせ

ください。 【FA】 

 
記入回答の内容 

地震等大規模災害時の協力支援 

小、中学生で子ども目線での地域 HP制作を始めており、研修等に不安があるので指導者が欲しい 

セミナーの開催 

その団体の得意分野を詳しく教えて欲しい 

テーマ毎の連携があれば希望 

防災訓練で子どもの目線に合った訓練の実施 

子ども達が将来の夢のイメージができるように、社会で活躍している方々に夢や目標等を語ってほしい 

若手育成へのノウハウ 

専門的な知識や多方面からの意見 

地域清掃活動 

献血事業 

青少年育成事業 

具体的にどのような協力をしてもらえるか分からない 

 

 

 

 

問 2２ 市民活動団体等との連携・協力にあたって、何か不安に感じておられることがあれば、お

聞かせください。 【FA】 

 
記入回答の内容 

連携・協力をしても御礼（資金面）がない 

活動の協力に際しての押し付けは困る 

高齢化が進み、次の担い手が不足 

これまで連携、協力に至った経緯実績がなく分からない 

市民活動団体（ボランティア団体、NPO等）のことがよく分かっていない 

地域にも時間的に余裕のある方が少なく、市民活動団体の連携、協力を受け入れられるかが問題 

何をするにしても打合せが必要、余裕がない 

役員が多忙で時間調整が大変 

地区内に今まで通りという考えの方々がおられ、新たな行事や他校区との交流には否定的 

地域主導での活動が連携により、市民活動団体のカラーの方が濃くなって、地域役員の責任感やモチベー

ションが下がらないか心配 
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地域活動の活性化やつどいによる支援等に関して、ご意見をお聞かせください。 【FA】 

 
記入回答の内容 

少子高齢化や、コロナ禍社会で人それぞれ地域活動の意識も変わっており、地域活動の活性化には若年層

の支援が必要 

どこまで踏み込んでの相談ができるか、どこまで支援の手を入れてもらえるか 

子ども食堂のような子どもの居場所づくりの相談やアドバイスと支援を受ける事はできるか 

町会に加入を促す講演会などを行う為の支援相談はできるか 

わがまち推進計画を作成するときに、作成方法やワークショップの進め方、取り組み方等、教えていただき助

かった 

フェスタ、市民スポーツ祭等への大学生のボランティアの方に来ていただければ、非常にありがたい 

担い手が不足しており、今後ますますその傾向が避けがたいだけに一本化が急務 

まち協の構成員となる根元の町会加入者が音を立てて減っている。役員の成り手もなかなか見つからず、自

治会の運営が将来的に困難と考える。 

まち協の役員になってくれる担い手の確保できない。アドバイスがほしい 

「まち協」と「福祉委員会」との２つの存在意義が不明で、それぞれを弱体化させているように思える。一本化

することが不可欠 

もっと活気ある地域にしていけるよう、知識を身に着けて、子どもや若い世代の方たちの要望を取り入れな

がら、色んな世代の方とも交流ができるような、まちづくりを提案していきたい 

まちづくり協議会の活動である以上、あらゆる世代や住民の方が参加できるような催しを企画するべきで、

税金から頂いている予算も、そういう活動に使うべき 

つどいには行政と地域の間をつなぐ役割をお願いしたい 

地域活動の相談以外にも、何でも気軽に相談できる情報発信基地のようになればいいと思う 

地域活動はボランティアなので、楽しみながらの実施が大切であることのアナウンスを期待 
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